
2018年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL64218A08）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

セネガル I101 ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 個別 新規 2年 ・2018/3 ・2019/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健・社会活動省

2）配属機関名（日本語）

ピキン社会参加促進センター

3）任地（ ダカール州ダカール県ピキン市 ） JICA事務所の所在地（ ダカール市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 車 で 約 1.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

本件の配属先であるピキン社会参加促進センターは障害児・者、虐待被害児童・青少年、孤児など、社会保護・福祉サー
ビスを必要とするすべての住民のための地域の福祉施設である。利用者とのコンサルテーションを実施し、利用者と利
用者が必要としている社会サービスをつないだり、センター内で教育、職業訓練を実施し、利用者の社会参加を支援す
る。ソーシャルワーカである職員2名が常駐する他、非常勤で職業訓練を担当する講師が勤務している。

【要請概要】
1）要請理由・背景

セネガル政府は2013年より障害者の機会均等の保障を目的に障害者IDカードの発給を開始した。同カードは日本の障害
者手帳のようなもので、カードの提示により医療費の減免や義肢装具の無料支給を受けられたり、公共交通機関を無料
で利用できる。しかし、2017年11月時点で、IDカードの受給者は全障害者数の4.5%にとどまり、カード給付促進のた
めの努力が必要とされている。本件で派遣されるボランティアは主に障害者IDカードの給付促進のための活動を行う。
情報が行き届かず、障害者ID登録に至っていない障害児・者を地域で見つけ出し、障害者が必要とする社会サービスと
障害者をつなげるための家族や障害者本人への情報提供を行うと伴に、障害者IDカードの登録を促進する活動をするこ
とが求められている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

本件で派遣されるボランティアはビキン市において同僚と共に以下の活動を行う。

1, 家庭や地域を訪問し、障害児・者を発見する。
2. 保護者や家族への啓発や行政サービスの紹介を行う。
3. 上記1,2の活動を通して、障害児・者の登録とIDカード(障害者手帳)の発給を行う。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

特になし

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先長(女性、ソーシャルワーカー、40代)
配属先同僚(男性、ソーシャルワーカー、50代)
職業訓練担当講師(男性、女性、30-40代)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

フランス語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：巡回活動の実務を
行うため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（ステップ気候）　気温：（15～40℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
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